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はじめに

このハンドブックは、ツアー登山を実施するにあたって

(社)全国旅行業協会会員各位が、 企画段階から消費者が

安全かつ安心して参加できる商品造成を心がけていただけ

るように要点をまとめたものです。

ツアー登山は 量豊かな自然にE接ふれることのできるツ

アー商品として近年脚光を浴びていますe 反面、直に自然

とふれあうために、 一般の観光とは違った対応が必要と

なってきます@小雨が嵐に変わったり、日射の厳しい申に

政り出されたり、自然の様態はよくも惹くも急激に蛮化し

ます。これらの変化に対応し、安心安全であるツア登

山を商品として造成するための手引きがこのハン卜・ブック

に記述されている内容です。 ツア 登山i立、専門の登山ガ

イドに、任せていればそれでいいという訳にはいきません。

添乗員に求められる技能も、登山ガイドにより近い能力を

要求されることがあります。ツアー登山の基本は、登山ガ

イドと添乗員が引率者として一体となって参加者の安全を

確保し、安心して楽しめる商品を提供することに尽きます。

このハンドブックは、ツ

アー登山は、安全 安心の

旅行商品を造成するという

前提にたって説明されてい

ます。作成にあたっては、

(社)日本山岳ガイド協会の

監修を受け、十分な検討を

重ねたものです。本書をじっ

くりと読みこなし、ツアー

登山の喜びを伝えていただ

ければ幸いです。

'司.1Mツアー登山とは

旅行業者が1['Zり扱うツアー授山の就寝は、年々 I自大してい

ます。平成 22年度のレジャー白書では、設山愛好家の人口が

約 1200万人と示されています。中高年層の自然への関心の

高ま り、 健康志向が主主山人気を支え、 ツアー登山7帝要のi申びへ

とつながっています。

旅行業におけるツアー登山とは、「ツ

アー登山迎行ガイドライン」に記される

「無雪期における登山、トレソキン夕、ハ

イキング布、縦走設山から軽量山まで、

自然界において行動することを主たる

μ的とする口組が含まれている旅行企画

を言い、間光庁及び各都道府県において

旅行誕登録をしている旅行業者が取り !&

う、本邦内における募集型企画旅行及び

受注型企画旅行」を指しています。つま

り、 旅行業者が取り扱う登山旅行という

ことです。各組山岳団体や学校、 行政な

どが行う団体登山は、一見ツアー登山の

ように見えますが、ツアー

登山とはl呼ばないこ とと

なっています。

旅行業のツアー登山は、

安心安全を求める消費

者の要求を満たすものと

して大いに期待されてい

ます。

そうです。ツアー登山

とは、消政省力、安心して

登山や自然とのふれあい

を楽 しむために旅行会村

が提供する商品なのです。

3 

anta
長方形

anta
長方形

anta
長方形



4 

立1ーに :Jfiえなければならないことは、 m~2 芭へ 「安心感、」 を

与える企画でなければなりません。ツア一枚山は、 白然界の山、

高原、森林など日常生活とはかけ削れた場所での活動となりま

す。歩道での転倒は、万ーの場合下界とは異なる深刻な事態に

及ぶことがあるかもしれません。天気の判断、登山道での転倒、

滑稽、あるいは自然環境に及ぼす形容なども考肱しなければな

りません。

具体的にはどのようなことに配慮するのでしょうか。

まず安全対策。ツアー登山の取般会祉は、 企画立高段階から

下記の 「安全配b主主主務Jを考えなければなりません。

①コースの事前調査、 コース内容の把握を行うこと。

②消費者が参加するにあたって無理のない余裕のある行程で

あること。

③避難コースの想定、緊急時の連絡体制、レスキュ など危

急時の具体的対応策。

④コ ス上の危険個所の把握とその除去と安全対策の方法。

上記 4項目は、絶対に欠かすことのできない安全対策となり

ます。

間 ツアー登山の企画における注意点

安全d2J!liの点から欠かしてはならないことがあります。それ

は、添採員、ガイドなどツア←主主山を引率する者の人数と参加

するi問客の人数者安全配慮および自然環境配感の観点から適正

な人数にするととがあります。参加者にますするガイドの人数配

向をガイドレシオといいます。ツアー鷺山の実施に当たっては、

適正なガイ ドレシオが求められています。簡単なコースだから

といって大人数の編成は、自然環境に対する配慮からみて問題

があります。たとえば、富士山青木ラ原の樹海を散策する自然

ツアーなどで 100人を超す参加者を連れ歩吉ハンドマイクで

解説を行うのは NGです。なぜなら.大勢が一度に歩くことに

より歩道がどんどん広がってしまうという耳11:克服股を起こして

しまうからです。また、他の訪問首に対して迷惑を附ける場合

もあります。自然環境は旧民すべての方々で共有するものであ

り、独占は許されません。

~.. ツアー畳山運行ガイドラインの目指すもの
ツアー登山を実施する旅行会社が加脱する旅行業協会

(JATA，ANTA)では、「ツア←整山迎行ガイドライン」を取りま

とめています。これは、各社がツアー管山を取り扱うにあたっ

て配革、遊守しなければならない事柄をまとめたものです。内

容は、安全対策、人的対策、装具対策、庸i'i畠対策、 s;lt}1対策、

，!J~故対策と多岐にわたり、 コ スの難易度とガイドレシオを示

したものです。ζのガイドラインの目指すものは、 「参加者の

安心感を高めることは、 企画運行の安全度在高めること」とい

う前慌にそって安全に配癒された

より質の高いツアー資山を企画立

案、実施することです。安心して

参加できる商品をこのツアー登山

運待ガイドラインは求めています。

F 
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a引率者のそなえる経験と知識

主たる添乗員、ガイドは、登山における十分な知識と経験、

技術を有しているとと。そして骸当コースについての経験と知

識を有していることが必要です。またゲループを率いる リー

ダーとしての見識と救急法など危急時にかかわる技術と知識を

持たなければなりません。運行ガイドラインでは、次の 15項

目を添浜員、ガイドの能力として求めています。

(1)責任感、使命感、倫理観を十分にもち、引率者の役割を理

解している二と。

(2)旅行業に関わる法令等を理解していること。

(3)装備、食糧等準備段階において適切な安全配慮ができるこ

と。

(4)実地において危険の存在を観明し、注意喚起できること。

(5)ヲループの趨成能力があること。

(6)歩行速度と休息について適切な判断ができること。

(7)被引率者の歩行能力、技術、健康状態等を的確に把握し、

過度に疲労させ主いこと。

(8) ?サリ場、綿子、崩壊地等、危険が予見される場所におい

てその通過に際し、指導、助言ができること。

(9)悪天候や不明瞭在登山道等において危険回避の指導、助曹

ができること。

(10)地形図の読図能力があること。

(11 )気象に関する知識があること。

(12)緊急不時露営の判断ができ、飽営技術があること。

( 13)救急救助法の基本的知能と技術があること。

(14)救助要錆の方法、救助隊との連携について理解しているこ と。

(15)安全配慮義務を理解しJ努力議務Jを徹底騎行できること。

募集にあたっては、 ~l長ツアーのコースの難易度を表記する

必要があります。主主山道の僚子やウサリ場、岩場の有無、歩行

時問、続出産などを具体的に明示し案内します。また必要な装

備、どんな靴を履いたらよいかなども装備リストを提示して準

附するよう に促す必要があります。一般の観光旅行とは進い自

然環境の中でのツアー行動であることを参加者に認徹していた

だく必要があります。自然の中での行動は、画段の生活とは返っ

た危険思議があります。危険の排除、江ぷ喚起を行うことは、

ツアー登山の企両者のIffiJの取り組みですが、登山行動自体は、

自己以任の純正jであること も理解してもらう必援があります。

申込仰の配械にあたっては、局近の登山経験、他府状態(持病、

既往症等)についても記入してもらい、参加者の状況を担躍し

ておくことも重要です。

~Wlパンフレ y ト作製にあたっては、旅行業協会では、 『ツ

アー登山の参加者者野県する広告寄についてー「ツアー登山運

行ガイドラインJ第 l章(3)を踏まえてー』 という菰集広

告作成ガイドラインを設けています。このガイドライ ンには、

具体的運提示 dC'地方法について

1体力的筏術的な難易度の目安

2行程中の歩行時間の目安

3必要在装備品

4 旅行条件に反映すベ古事項

5その他旅行者に提供すべき情報等

を踏まえて広告作成を行うよ うにと求めています。
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戸 ツアー登山のガイドレシオとは

ガイドレンオとは、安全管I盟、自然尽債の保全、 tn三円への配

慮、の原則を遵守するために決められたツアー登山実施におけるガ

イドと参加者の人数比です。

安全管理とは、常に現場状況と顧客・参加昔の行動と体調者担

描!し、安全在諮ることです。また、危険に係る注意喚起等の適切

なアドパイス、危害』守の迅速な対応等、安全官四!ぷ任者として注}J.

配慮在意つてはなりません。ガイドl名力扱える顧客 ・参加者の憾

i.W参加人数を明らかにすることは、極めで虫盟なことです。

自然瑚境保全とは、弘たち人間も生態系の一部であることを認

識し、 I~I 然に対する畏敬の

念を忘れないようにしなけれ

ばなりません。自然の中に過

大な参加者を招き入れるとと

は、安全管理のみならず自然

や生態系に及ぼす衝準も強烈

です。自然への wr曜を最小限

にとどめ(ローインパタ ト)、

良好な自然の状態を保つとい

う観点力、らも、適正なガイド

レシオを守る必要があります。

第三者への配t畠とは、行動

を同じくする自然愛好者、一

般登山者等の他者への迷惑に

ならぬよう、常に心がけるこ

とですe 適正なガイドレシオ

を守ることは、この観点から

も唱要です。また、場所の独

占在慎み、譲り合いの騎手11で

礼節を守り、行動中の混訓Iの

回避等の配慮に努めるように

します。
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近年、山岳ill雌事政では、 r中高年Jr道迷い」がキーワード

となり、多くの遭僻事故がこの吉策に代表される内容が原因で

あるかのように説明されていますが、 実態は大きく遣うようで

す。まず、ツアー登山において「迫迷し、」遭難は、ほとんど起

こらないといって過苫ではないでしょうか。なぜなら、事前の

調査を行い、ガイドが同行するツアー登山で、道に迷う可能性

はほとんどありません。では、中高年ではどうでしょうか。ツ

アー登山の宙1客の多くは、中両年屈です。実際、ツアー登山で

辿i臣する山岳遭雌事故の多くが、中高年白書となっています。事

故の多くが、転倒による骨折、捻挫、消i1iによるlff1l1な負傷、

病気などが主な事政要因となっています。滑稽原因も転倒によ

るものが多く 、それらを含めて考えると一般生活で起こる中高

年の‘Jl，1性と変わらないことがわかります。つまり、転倒の防止

と病気予防でほとんどのツアー登山における山岳迎世L事政は防

止することができると考えられます。

詔 ツアー登山にそなえるトレーニングの方法

-NQに鞍山するにはどんなトレーニングが必要力、。ウオーキ

ンゲ、釈の階段の上り下り程度ではあまり役立っていなし、との

データもあります。山登りは、長時|聞の坂の上り下りがありま

す。それに対応するトレーニングが必憂となります。まず、筋

力ト Lーニンタとして、スクワッ ト運動 10回を3セッ ト、{本

が慣れてきたら 15回を 5セット。これを週 3回程度こなして

みましょう。脚力や足首の籾椛などを強くするバランストレー

ニンゲとして、片足で立つトレーニンゲ。片足で 15秒間ずつ

左右の足で 5セ yト。これも週 3回程度こなすととによって、

Fりでの肢のがくがく、登りでの苦しさ、そして転倒防止を防

く、トレーニングとなります。比較的手軽なトレーニンゲ力、ら始

めることによって、長続きする体力作りが可能と在ります。
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ツア一枚山参加I'iに対しては、コースの内容について適切に

説明する必裂があります。歩く距離、歩く時間、 拠出器、 トイ

レの有無などはもちろんのこ と可能であれば、草山道の状況{段

差があるか、平坦か、岩が多し、力すなども詳しく案内するのが

望ましいでしょう。当日、現地で出発にあたって説明すべきこ

とは、まず自己紹介。同時に参加者の簡単な紹介を行うことも

場合によっては必要です。つぎにその日歩くコースの慨裂と行

動上のit話巷説明します。一般的には、休憩所、トイレの場所、

所要tI.t問、昼食をどこで食べるか、終了は何時頃を予定してい

るかなど登山行動の一連の涜れに治って説明します。併せて、

その日の天気のf世移在予測し説明します。夏場であれば、暑

いことが予惣されるなど。冬であれば、風が強く寒くなるなど

それに備えた服装の確認も合わせて行います。参加者の体調を

確認する ζ とも重要です。ただ、「具合はいかがですかっ」な

どといっても中々答えてはくれません。こζは、芝居化たっぷ

りに「ゲンキデスカワつ 調子イイデスカつつJと大きな声を

出させて、参加者の顔色を伺ってみるのもよいでしょう。調子

の惑そうな人を見つけたらさりげなく、「タベはよく休みまし

たかっ」栓どと個別に問いかけてみましょう。併せて、装備の

チェックを行います。特に、雨具をチエッヲしましょう。ザッ

クを自分の前にii!lき、 「雨具、持ってますね。すぐ出せる 七の

方に置いてくださいね」と言ってガイドが、実際にザァウの上

に入れて見せる方法もよいでしょう。ここで、雨具を持ってき

ていない人は多くはその行動在取りません。この参加者者連れ

10 

て行くか行かないかは、その

坊の判断に委ねざる負えませ

ん。鼠終確認もかねて出発前

のアイスプレーヲは大変重訴

です。もちろん、準備迎動は

念入りに、 10分程度行うのが

よいでしょう。

ツアー登山の実胞にあたり次のような装備、用具を所持する

必要があります.コースの状況、日程等により多少の増減はあっ

ても、 id低限備えておくべき装備です。

-マッチ、ライ $1一、登山用ガスコン口、小型クッカー。

・予備水筒と水 (ミネラルウォ 告一、傷口洗浄用として)

・ツエル卜(非常用テント 3-4入用であれば 1張で 10人

程度利用できる)

救急キット(三角巾、伸縮包帯、消毒ガーゼ、 消毒薬、 感染

防止用人工呼吸マスク、テーピングテープなど)

通信機 (携帯電話、無線機など)

・ヘッドライト(予備を含めて複数)

・ロープ (8剛 乃Qm程度)

・カラビナ 安全環付 2枚、なし 2枚

・スリング 6Ocm2本、 120cm2本

.2万5干分の一地形図(国土交通省国土地理院発行のもの)、

コンパス、 概念図 (山と高原地図など)

-非常用食料(ハイカロリ で食べやすい物、流動食など。)
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ツアー設山において願客の安全を碓保するために単に引半./'，

の経験に基づいて 「安全管理者行っているJというだけの時代

は、過去のものとなっています。ツアー実施者は 「実行司能な

限り Yアー登山における安全管用地準を最大限に高める方法」

な客観的に説明できる安全行組を行う必要がありま廿 。とれを

実現するための最も有力な方法のひとつがリスヲアセスメン 卜

です。

リスクアセスメン卜とは、ツアー登山時のリスヲを評価し、

その結果に基づいて考察を加え、その回避を判断する方法であ

り、安全管理指f責在客観的に認識することができる手段です。

経験問かな技術力のある添乗員、ガイドは、これらのことを経

験に法づき全て頭の中で判断してし、ました。リスクアセスメン

卜の考え方は、頭の中で判断していた方法を外に出し、離もが

理解できるように 「頭の中の判断の手法と結論』を図表にして

示したものです。

⑥リスクアセスメン卜の考え方⑨

リスウアセスメントの方活 ー一一ー
①ガイディンゲルートにおけるあらゆる危険性を洗い出す。
②それらのリスウ(危険性)の大きさを見積る。
@臨1富の安全，mi阜の観点から優先的に対処しなければならないも
のを個別にi主体的に明らかに司る。

リスヲアセスメントの効果ー一一-
JJ危険に対する認品者共布化できる。
市*照的な安主砲保を図るための技術的対策への取組みが可能となる。
③安全対策の合理的な倍先順前が決定できる。
④掛された危険に対しての「実行すべき決め事」の理由カミ明砲になる。
⑤狩験で済ませるのでは主く対策を富観的に評価することが可能
となる。
りスヲアセスメントを行う場合一
リスクアセスメン トを行う場合は、下記のようなtiJ合が暗えられ
ます。
CDl:rrたな豊山コースに繭品在企画した場合。
③輩山コ スl乙変更があった時台.
〈革新しいスタ Y7が加わり臼T持者ガイドするf，tl-('i。
船いままでの経験とは迎ろ軍部にガイ ドする場合。
事通常より大人数そ受け入れる均台。
⑤その他新しい状況が発生した埼合a

12 

{版行自問および旅行形態に応じた加入台イブとなっています。

・ ハイキングやトレツキンヲなど程箆で行う登山を対象

吋主登山手配旅行補償制度 ・軽〈若山企画旅行補償制度

. ピッケJレ・アイゼン ・ザイル ・ハンマーなどの登山岡呉

を使用する登山を対象

→山岳手配旅行補償制度・山岳企画旅行補償制度

救t富者費用・山岳1型無質問

・ 銀111者費用がセット(班登山補償制度・山岳補償制度と色}

旅行おが幣乗する航空機や船舶の行方不明または避難など

によって殺援を要する場合、救f:!1活動に要する担当用を補償

します。(山市号はん中のIII索救助資用は対象外です。山岳

遭難慢索費用で制的します。)

・ 遭機救助費用もセット(山岳繍償制度)

山岳登はんの行程中に旅行者が~難したことによ って 、 旅

行者を捜索、救出または移送する活動に従事した方から請

求された費用を補償します。
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健室山補償制度補償内容例(手記銀行・企画旅行共通)

百士 l-O-':fO- -r-.tJ""，.一一
ιlt 名めたり f~プ 10 .，11'， 0 ，.1，'11 

i脳苫死亡 l0<10万円 急曲。万円i脳苫死亡 U)()(I万円 2曲。万円

川一|入愛一院車聞一{ 事 I例10万I-1--30万円 2.000万円-60万円

堕 日劇 4脚円 8醐 円

者r、?t!v) 手術 l' 8' 16万円 泉 J6 32)j円

険i来 通院 4日奮i} 2.5∞同 S曲。円

教鑓t?TT1n1 C陥万円以内

f qit制m 策 100万円以内 200万円以内
へ
腕 術iit化亡 100万1'1 加万円

へ者 地iポ問i度死噴亡火 lC的万円以内 l l l同万円以内

トー 酬 1死亡 HlOTjp:l州 田万円以内

:内事 金相の文払合刷新が3万円以上の場合、

更会 特別剛共済 -・・4そ制地dたIh I 証話iだ脅保死支険払亡のの場1合0%は I ~につき 10 . 20 . 30万円
• .~火， ~I!" i此死亡の場合は J '名につき
給f・.1'<告の10%
L 、いずれの場合も l自信行総制l個万円が限度

山岳補償制度 補償内容倒(手配旅行・企画旅行共通)

「、 1111xγ-=:IllI¥l0U0DD 14 宮v正DO'C1名めたりタイプ ー一一一=:1'.目。。

111符柑亡111符柑亡 i‘民泊)j円iαXJ)j円 2以10万円2以10万円

後迎附')i 1.000万円-30万円 2以IOh円-60万円

旅行者

入院(日置n <l，(lOO円 8.以JOドl

険

t術 • . 8・IG万円 8' IG. 3'!.h円

へ 退院 UI傾) 2.5曲円 5.000円

紋I{符関川 1(01万円以内

ぼ
置111虫ポ11m I冊万円以内

1'TS飲m対策 1曲万円以内 2四万円以内
へ

肱者IT 

柄気死亡 I帥万円 150fi円

産制at s 

地山世厳死明亡火 J(附万円以内 l同}j円以内

ドニ
必集日陀亡 100万円以内 150万円以内

官 -・.. そ池3mた属h由袋fだz託命保主免険仏衝~のの1<:U.、合計芭lが3万円以上町場合10% 
亡の場合は I名につき 10・却 '30万円

へ 特別費用共済 .1/1金火 ・沖i量死亡の』烏合IJI :名につき
付 の10%

" 給L、いずれのJJ}合bl肱行誌編I帥万円が限度

建器上記以外のタイ プおよひオプシ./もめりますe

企画銀行

~画航行についτは、 1 4ページ0)補間ζ加えて、以下町補償が追加されます。

~ I t;I>九‘りタイプ ..一 企蝿織行田タイプ持轟v

備書死亡 防相万円

かノi白、j 由週陣世 1.500万円-45万円

別思
入院見町金

入院日数 7円ぷ'尚 一2万1'1、7日以J:!)()ロポ湖 5万円

!者ら? 
90U以 1:.18011末論 :10Jj円、l回 01:1.1'，:.20万円

盟院11t'~ 3日以 上7Hよf抽‘ I万円、
通院見珂世 7日以 t凹日未1前 2万5千円 冊 目 以上 5:万円へ
携行品主¥';写 1I7似治問

会I1 JE行品共済 制 i'I¥M!肌宜保険金が1，[7.(蜘円以上となる場合に、3似削・1
へ
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四同
品生 ツアー登山における緊急時対策

現場における緊急時対策としての前犯として安全管用の三原

則が挙げられます。

1危険の予測と鱗除

危険は、予測できるものと考えること。例えば、 雪崩、落石、

転港、 t:'H協など‘n故に発生する様々 な袈l唱は、 ほとんどの場合、

予測可能です。

Z 緊車時対応慌の融~および訓観

話iiit叫対応についての方法を徹底的に研究し、その訓練在繰

り返し行う。救助法、救命法、連絡システムなど事般先生時に

起こ りうる事態に対応する方法に習熟することが大切です。

3参加者に対する自らの安全管理の徹底

参加者に対して、安全管理についての自己の出任老徹底して

いただく。自己のど立任とは、転倒しないこ と。

また、ツアー登山実施会制においては、関係部料等の緊急速

絡網のリス ト、参加者の連絡先、留守宅の緊急連絡先を所持

し、 運行中のツアー登山の情報をすぐに促示できる必要があり

ます。また、登山届は所側嘗紫醤または牧山口に提出しなけれ

ばなりません。

そして芳一、緊急事態が発生した場合は、緊念日守の三原則を

理解しておきま しょ う。

①まず冷静であること Q

②#放者 (ω柄占)以外の人間

の安全を確保すること。

③事故者と F匹敵現場、 状況を確

認して時実に杷握するこ と。

さらにパーティー全体が箇か

れている状況を掌射しておく。

次に、自力で!曲i孟できるか、救

援要ぷiを行うか判断します。救

急救助を最優先に考え、速や力、 ー

に実行することが肝心です。 r て

ツアー霊山ハンドブック

発行 B 平成 23年 4月1巴

編集発行 社団法人全国照行業協会

監

〒105・0001
車車置港区虎ノ門4-1-20田中山ピル 5F
TEL (03) 5401-3600 (代)

修 祉団法人日本山岳ガイド協会

(理7 乱7本はお町り替えいたします.踊断転世を禁ず。)
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